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仮
に
５
月
末
で
「
緊
急
事
態
」

が
解
除
さ
れ
た
と
し
て
も
、
機
関

会
議
や
開
催
通
知
等
の
準
備
を
考

慮
す
る
と
、
定
期
総
会
の
６
月
開

催
は
困
難
で
す
。
暑
い
時
期
は
避

け
た
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、

秋
ま
で
の
延
期
を
判
断
し
ま
し
た
。

　

開
催
時
期
は
状
況
を
見
定
め
た

上
で
検
討
し
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
秋
以
降
も
継
続
ま
た
は
再
燃
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
文
書
を
も
っ
て
開
催
に
代

え
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
ま
す
。

　

定
期
総
会
を
秋
開
催
と
し
た
場

合
、
秋
の
行
事
（
学
習
会
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
等
）
の
準
備
に
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
行
事
を
取
捨
選

択
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
旅
行
会
は
早
め
に
予

約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
定
通
り
10
月
25
日
～
26
日
の
日

程
を
前
提
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

退
職
者
会
行
事
や
各
種
行
動
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
制
度
改

正
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
生
活
に

直
結
す
る
問
題
の
審
議
・
検
討
は

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

動
き
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
支
障
が
な
い

限
り
、
機
関
紙
は
継
続
し
て
発
行

す
る
つ
も
り
で
す
。
投
稿
な
ど
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
緊
急
事
態
」
が
解
除

定期総会を秋へ延期
秋の行事も抜本見直し
新型コロナウイルス対策緊急事態延長

　

５
月
４
日
、
政
府
は
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
５
月
31
日
ま
で
延
長
、
②
「
特
定
警
戒
都
道
府
県
」
は
従

前
同
様
の
行
動
制
限
を
継
続
、
そ
れ
以
外
の
県
は
制
限
を
一
部
緩
和
、

③
公
園
や
美
術
館
、
博
物
館
、
図
書
館
へ
の
外
出
は
条
件
付
き
緩
和
等

の
方
向
を
示
し
ま
し
た
。
段
階
的
緩
和
の
方
向
に
踏
み
切
っ
た
と
は
い

え
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
等
を
考
慮
す
る
と
、
首
都
圏
は
６
月
も
引
き
続

き
何
ら
か
の
措
置
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
情
勢
を
踏

ま
え
て
、
６
月
12
日
に
予
定
し
て
い
た
定
期
総
会
は
秋
へ
延
期
し
ま
す
。

丹沢・檜洞丸のシロヤシオ
（昨年５月撮影）

さ
れ
る
ま
で
、
機
関

会
議
や
行
事
は
休
止

し
、各
種
行
動
は「
自

主
参
加
」と
し
ま
す
。

総
会
開
催
時
期
は
改
め
て
検
討

旅
行
会
は
予
定
通
り
準
備
継
続

機
関
紙
は
継
続
発
行
に
努
力
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
、
外
出
自
粛
や

各
種
施
設
の
閉
鎖
、
店
舗
等
の
休
業
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
住
民
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担

う
清
掃
労
働
者
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
リ
ス
ク

や
不
安
を
抱
え
な
が
ら
働
き
続
け
、
日
々
現

場
の
最
前
線
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
東
京
清
掃
に
支
部
か
ら
心
温

ま
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
の
言
葉
が
綴

ら
れ
た
住
民
の
手
紙
で
す
。
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

連
日
、
コ
ロ
ナ
に
関
連
す
る
報

道
が
大
量
に
流
さ
れ
続
け
、
恐
怖

が
あ
お
ら
れ
、「
自
己
責
任
」
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
沫
と
接
触
に
よ
る
感
染
防
止

の
た
め
、「
三
密
（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）」
を
避
け
る
の
は
有
効
で

し
ょ
う
。
不
要
不
急
の
外
出
自
粛

も
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
休

業
や
外
出
自
粛
に
よ
り
、
特
に
中

小
零
細
事
業
者
や
非
正
規
労
働
者
・

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
追
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権

は
、
補
償
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
新
自
由

主
義
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
ま
し

た
。
爆
発
的
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
、

多
数
の
死
亡
者
を
出
し
た
の
は
医

療
体
制
が
崩
壊
ま
た
は
脆
弱
で
あ

る
か
階
層
差
別
が
大
き
な
国
で
す
。

　

日
本
は
感
染
者
数
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
病

院
に
担
ぎ
込
ま
れ
な
い
限
り
コ
ロ

ナ
感
染
者
と
濃
厚
接
触
が
あ
っ
て

も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
り
、
病
院
か
ら
の
検
査
依
頼
を

断
ら
れ
た
ケ
ー
ス
を
身
近
な
と
こ

ろ
で
見
聞
き
し
て
い
ま
す
。
政
府

も
実
数
は
不
明
と
認
め
て
お
り
、

実
際
の
感
染
者
数
は
公
表
値
の
10

倍
と
推
測
す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

固
執
し
水
際
作
戦
に
失
敗
し
た
安

倍
政
権
は
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
、
私
権
の
制
限
が
必
要
と
強
調

し
て
い
ま
す
が
、
公
立
病
院
の
民

営
化
や
地
方
の
病
院
統
廃
合
、
医

療
費
抑
制
の
た
め
の
病
床
削
減
と

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
大
幅
な
削
減
を

強
行
し
、
医
療
崩
壊
の
も
と
を
つ

く
っ
た
の
は
自
民
党
政
権
で
す
。

ま
た
、
保
健
所
も
統
廃
合
や
業
務

変
更
等
に
よ
り
検
査
体
制
は
大
幅

に
ダ
ウ
ン
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
自
民
党
政
治
の
せ
い
で
す
。

ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
口
実
に
改

感
染
リ
ス
ク
や
不
安
を
抱
え

な
が
ら
働
く
清
掃
労
働
者
に

住
民
か
ら
心
温
ま
る
手
紙

憲
を
主
張
す
る

な
ど
、
火
事
場

泥
棒
以
下
で
す
。

　

感
染
拡
大
防

止
は
、
検
査
体

制
の
抜
本
強
化

と
自
粛
に
対
す

る
補
償
の
確
保

が
不
可
欠
で
す
。

　

４
月
末
に
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
が
届

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
矮
小
な
の
に

466
億
円
？　

怪
し
げ
な
業
者
に
特

命
発
注
？　

あ
り
得
ま
せ
ん
。
も

う
、
市
中
に
マ
ス
ク
は
出
回
り
始

め
て
い
ま
す
。
利
権
が
ら
み
？

　

さ
て
、「
非
常
事
態
宣
言
」
か
ら

１
か
月
、
巣
ご
も
り
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
（
戸
枝
）
の

健
康
法
は
山
・
テ
ニ
ス
・
筋
ト
レ

と
反
安
倍
と
い
う
精
神
面
の
解
放
、

が
、
運
動
不
足
気
味
。
美
術
館
・

博
物
館
も
図
書
館
も
閉
鎖
、
出
歩

く
の
は
、
か
み
さ
ん
と
ス
ー
パ
ー

通
い
中
心
、
と
い
う
生
活
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
は
、
い
か
が
で
す

か
？　

コ
ロ
ナ
に
関

す
る
ご
意
見
も
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

機
関
紙
へ
の
寄
稿
を

お
願
い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
巣
ご
も
り

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
方
や
、
コ
ロ
ナ

関
連
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

そ
の
す
べ
て
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

を
時
々
や
っ
て
い
ま
す

自
粛
さ
せ
る
な
ら
補
償
し
ろ
！

〜
感
染
症
対
策
の
脆
弱
性
は
自
民
党
政
治
の
ツ
ケ
〜



65
歳
以
上
の
方
は
、
働
い
た
間
の

保
険
料
が
年
金
に
反
映
さ
れ
る
の

は
、
退
職
時
ま
た
は
70
歳
到
達
時

で
し
た
が
、「
在
職
定
時
改
定
」
制

度
が
導
入（
22
年
４
月
適
用
）さ
れ
、

毎
年
再
計
算
さ
れ
て
、
働
い
た
分

の
年
金
が
翌
年
に
は
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
朗
報
で
す
。

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
全
額

免
除
基
準
に
未
婚
の
ひ
と
り
親
や

寡
夫
が
追
加
さ
れ
、
短
期
滞
在
の

外
国
人
の
脱
退
一
時
金
支
給
上
限

年
数
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
現
行

３
年
→
５
年
を
想
定
）。

　

確
定
拠
出
年
金
・
確
定
企
業
給

付
年
金
の
事
業
規
模
・
年
齢
等
の

緩
和
も
図
ら
れ
ま
す（
内
容
省
略
）。
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厚
生
年
金
は
、
①
法
人
事
業
所
、

②
常
時
５
人
以
上
常
勤
雇
用
す
る

個
人
事
業
所（
農
漁
業
・
法
務
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
・
宗
教
業
等
を
除
く
）
に
加

入
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
、
短
時
間
労
働
者
で
す
。

加
入
要
件
は
、「
労
働
時
間
・
日
数

が
一
般
社
員
の
４
分
の
３
以
上
」

ま
た
は
、
①
週
20
時
間
以
上
、
月

所
定
内
賃
金
８
万
８
千
円
以
上
、

②
従
業
員
数
501
名
以
上
、
③
学
生

除
く
、
④
予
定
雇
用
期
間
１
年
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

従
業
員
数
の
制
約
が
足
か
せ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
年

金
制
度
の
将
来
像
が
揺
ら
ぐ
中
、

厚
生
年
金
加
入
者
拡
大
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
る
に
至
り
、
今
回
の

改
正
で
は
、
①
加
入
義
務
企
業
の

適
用
拡
大
（
22
年
10
月
か
ら
企
業

規
模
100
人
超
、
24
年
10
月
か
ら
50

人
超
）、
②
勤
務
期
間
要
件
を
「
２

月
超
」、
③
適
用
対
象
個
人
事
業
所

に
弁
護
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険

労
務
士
等
法
律
・
会
計
事
務
取
扱

業
種
を
追
加
（
②
・
③
は
22
年
10

月
適
用
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
歩
前
進
し
ま
し
た
が
、
50
人

未
満
の
企
業
は
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
経
産
省
と
外
食
産
業
・

コ
ン
ビ
ニ
業
界
等
が
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
反
対
し
た
た
め
で
す
。
厚
生

年
金
は
働
く
者
全
て
が
加
入
す
べ

き
制
度
で
す
。
企
業
規
模
撤
廃
を

求
め
た
取
組
み
が
必
要
で
す
。

　

公
的
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は

原
則
65
歳
で
す
が
、
60
歳
か
ら
70

歳
ま
で
選
択
で
き
ま
す
。
64
歳
以

下
で
の
受
給
開
始
を
「
繰
上
げ
受

給
」、
66
歳
以
上
で
の
受
給
開
始
を

「
繰
下
げ
受
給
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
「
繰
下
げ
受
給
」
を
75
歳

ま
で
可
能
に
す
る
と
い
う
も
の
で

す
（
22
年
４
月
適
用
）。
繰
下
げ
る

と
月
当
た
り
0.7
％
ず
つ
年
金
額
が

増
え
ま
す
。
75
歳
受
給
開
始
の
場

合
、
65
歳
開
始
に
比
べ
て
84
％
増

え
、
単
純
計
算
で
は
87
歳
時
点
で

受
給
総
額
が
プ
ラ
ス
に
な
り
、
長

生
き
す
れ
ば
得
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
増
え

る
と
所
得
税
・
地
方
税
や
健
康
保

険
料
等
も
増
え
て
89
歳
く
ら
い
が

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
な
り
ま
す
か

ら
、
そ
う
単
純
な
話
し
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。「
人
生
100
年
」
＝
高
齢

期
就
労
増
加
を
踏
ま
え
た
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
75
歳
ま
で
働

か
せ
て
な
る
べ
く
年
金
を
払
わ
な

い
措
置
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　

70
歳
未
満
で
老
齢
年
金
を
受
給

し
な
が
ら
就
労
し
、
一
定
以
上
の

収
入
が
あ
る
と
年
金
の
一
部
を
減

額
す
る
制
度
が
「
在
職
老
齢
年
金

制
度
」
で
す
。
賃
金
と
年
金
の
合

計
額
が
①
60
～
64
歳
（
低
在
老
）

は
月
28
万
円
、②
65
歳
～
69
歳
（
高

在
老
、
70
歳
以
上
も
同
様
の
措
置
）

は
月
47
万
円
を
超
え
る
と
年
金
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
働

く
高
齢
者
は
報
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
改
正
で
60
～
64
歳
の
基

準
が
65
歳
以
上
と
同
じ
月
47
万
円

に
な
り
ま
す

（
22
年
４
月

適
用
）。
し

か
し
、
効
果

は
定
年
延
長

ま
で
の
限
定

的
な
も
の
に

過
ぎ
ま
せ
ん

　

一
方
、
働

き
な
が
ら
老

齢
厚
生
年
金

を
受
給
す
る

年金改正全
労
働
者
へ
適
用
拡
大
す
べ
き

受
給
開
始
年
齢
上
限
を
75
歳
に

在
職
老
齢
年
金
47
万
基
準
に

保
険
料
免
除
基
準
等
も
改
正

▼
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
、
▼
繰

下
げ
受
給
上
限
引
上
げ
、
▼
在
職
老
齢

年
金
基
準
の
引
上
げ
と
在
職
定
時
改
定

制
度
導
入
等
の
改
正
案
が
国
会
に
上
程

在職定時改定制度
。
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日
本
で
メ
ー
デ
ー
が
初
め
て
開

催
さ
れ
た
の
は
１
９
２
０
年
で
す
。

そ
れ
か
ら
100
年
、今
年
の
メ
ー
デ
ー

は
91
回
目
で
す
（
戦
争
体
制
下
、

10
年
間
開
催
で
き
な
か
っ
た
）。

　

５
月
１
日
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
集
会

に
な
る
は
ず
の
メ
ー
デ
ー
で
し
た

が
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
が
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
会
場
を
水
道
橋
の
全
水

道
会
館
に
変
更
し
、
規
模
も
縮
小

し
て
単
組
代
表
者
の
み
の
参
加
に

よ
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
主
催
者
挨
拶
、
メ
ー

デ
ー
ア
ピ
ー
ル
の
採
択
な
ど
30
分

で
終
了
、
そ
の
後
、
水
道
橋
駅
東

口
周
辺
に
移
動
し
、
一
般
参
加
者

も
加
わ
っ
て
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
労
組
・
団
体
の
旗
、
横
断
幕
・

バ
ナ
ー
や
手
造
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、
貧
困
・
格
差

是
正
、
外
国
人
労
働
者
と
の
共
生
、

原
発
ゼ
ロ
社
会
実
現
、
９
条
改
憲

阻
止
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
、

安
倍
政
権
の
即
時
退
陣
等
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
道
行
く
人
は
外
出

自
粛
の
影
響
で
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
集
会
と
併
せ
て
ア
ピ
ー
ル

行
動
の
模
様
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
配
信
さ
れ
、「
ネ
ッ
ト
で
参
加
し

た
」
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
な
し
に
な
っ
た
中
央
メ
ー

デ
ー
も
、
４
月
29
日
に
ア
ピ
ー
ル

等
が
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

メーデー100周年

全水道会館で単組代による メーデー集会
（参加者は間隔を空けて着席）

水道橋駅東口前でスタンディング・アピール

４

　

東
京
臨
海
防
災
公
園
で
開
催
予

定
だ
っ
た
「
許
す
な
！
安
倍
改
憲

発
議
、平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

５
・
３
憲
法
集
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
の
拡
大
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
も
悪
用
し

て
改
憲
を
目
論
む
安
倍
政
権
に
反

撃
す
る
姿
勢
を
示
す
た
め
、
憲
法

集
会
主
催
者
等
が
国
会
正
門
前
で

ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
そ
の
模
様
が

全
国
へ
向
け
て
ネ
ッ
ト
中
継
で
配

信
さ
れ
ま
し
た
。
中
継
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
３
名

が
問
題
提
起
の
発
言
を
行
い
、「
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
理
由
に

し
た
非
常
事
態
条
項
新
設
＝
憲
法

改
悪
を
許
す
な
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

立
憲
野
党
や
市
民
連
合
、
沖
縄

な
ど
各
界
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
、
落
語
家
古
今
亭
菊
千
代

さ
ん
の
謎
掛
け
「
コ
ロ
ナ
と
か
け

て
東
京
五
輪
反
対
の
菊
千
代
と
説

く
。
そ
の
心
は
カ
ン
セ
ン
し
た
く

な
い
」
に
、
爆
笑
し
ま
し
た
。

　
「
全
国
の
市
民
は
連
帯
し
、
安
倍

改
憲
発
議
を
阻
止
し
よ
う
。
権
力

私
物
化
、
改
憲
暴
走
の
安
倍
政
権

を
倒
し
、
政
治
を
変
え
よ
う
！
」

と
い
う
宣
言
を
採
択
し
て
ア
ピ
ー

５・３憲法集会

ル
行
動
を
終
了
。
今
後
の
行

動
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

終
息
が
見
通
せ
て
い
ま
せ
ん

が
、
主
催
者
か
ら
街
頭
宣
伝

な
ど
可
能
な
行
動
を
地
道
に

行
っ
て
い
く
こ
と
、
特
に
、

11
月
３
日
に
は
国
会
正
門
前

で
大
規
模
な
反
撃
の
集
会
を

行
い
た
い
と
い
う
発
言
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
実
施
し
て
き
た
国
会

前
19
日
行
動
の
再
開
は
現
時

点
で
は
不
明
で
す
が
、
再
開

さ
れ
る
な
ら
ば
退
職
者
会
と

し
て
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


